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ど自治会の取組に関すること、「ボランティア活動・地域福祉活動への参加者をもっと増や
す」１４�７％、「くらし・健康や福祉活動への参加者をもっと増やす」１３�９％といった社会福
祉協議会がその役割を発揮しなければならないことなどがあげられている。
　階層構成別にみてみると、「経営者層」では「ある」８２�８％、「住民同士の日常的な対話
交流を広げる」７５％、「身近な地域で住民のくらしや福祉について懇談する機会をつくる・
増やす」５８�３％、「高齢者や障がい者と子ども・若い人たちとの交流を広げる」５４�２％など
が５割を超えて高い。また、合計値と比較しても全ての項目が高い割合となっている。
　「ホワイトカラー層」でも「ある」の割合が８１�４％と高く、「住民相互の日常的な対話交
流を広げる」６８�５％など高い割合となっている。合計値と比較すると「住民相互の日常的
な対話交流を広げる」「身近な地域で住民のくらしや福祉について懇談する機会をつくる・
増やす」といった住民同士で進める活動についての項目が高い一方、「行政の施策を分かり
やすく住民に知らせる」「くらし・健康や福祉に関わる職員と住民が交流・学習できる機会
を増やす」「身近な地域に障がい者や子ども、高齢者などがいつでも利用できる施設を整備
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５．まちづくりの条件と地域福祉の課題

　住民の主体的か参加と協力による地域福祉の活動をすすめ、ひろげるためには、そのた
めの条件が必要である。
　今回調査においては、まちづくりを進める上で必要と思われる条件は以下の通りであっ
た。（表Ⅱ－７１、表Ⅱ－７２）
　最も多かったのは「住民相互の日常的な対話交流をひろげる」４４�７％、次いで「高齢者
や障がい者と子ども・若い人たちとの交流を広げる」３１�３％、「身近な地域で住民のくらし
や福祉について懇談する機会をつくる・増やす」２６�４％といった住民による活動や交流で
あった。さらに、「行政の施策を分かりやすく住民に知らせる」２６�４％、「身近な地域に障
がい者や子ども、高齢者などがいつでも利用できる施設を整備する」１９％といった行政に
よる条件の整備や広報の課題、「民生委員・ボランティアと自治会の協力・連携を広げる」
１７％、「自治会が住民の身近なくらしや健康・安全・防犯などの問題に取り組む」１６�９％な

表Ⅱ－７０　世帯構成別にみた健康状態（複数回答）
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増やす」「行政の施策をわかりやすく住民に知らせる」「ボランティア活動や地域福祉活動
のことで相談できる専門職を増やす」などの項目が高い。
　「自営業者層」では「ある」が７８�４％、「住民相互の日常的な対話交流を広げる」６２�６％
が高い割合である。合計値と比較すると「経営者層」と同じくほとんどの項目が高い割合
となっている。
　「無業者層」では、「ある」の割合が６８�４％、「住民相互の日常的な対話交流を広げる」
５５％となっている。しかし、全体平均の値と比較すると「特にない」が高く、ほとんどの
項目で低い割合となっている。
　活動類型別にみてみると、「特にない」４０�６％がもっとも高い。一方で３５�９％の世帯が
「住民相互の日常的な対話交流を広げる」と回答している。「町内会のみ」でも「住民相互
の日常的な対話交流を広げる」が高く４５�９％。合計値と比較すると「行政の施策を分かり
やすく住民に知らせる」が高い割合である。「業者団体など」でも「住民相互の日常的な対
話交流を広げる」が高く４０�２％一方で「特にない」が合計値に比べ高い。「ボランティアや
ＮＰＯなど」や「くらしに関する学習会」に参加している世帯ではほぼ全ての項目の割合
が合計値より高く、「特にない」は低い割合となっている。特に「くらしに関する学習会」
に参加している世帯で「住民相互の日常的な対話交流を広げる」が７７�１％を占めており、
くらしを支える活動の重要性が強く意識されている。

表Ⅱ－７２　活動類型別にみたまちづくりを進める上で必要と思われる条件（複数回答）
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する」など行政の役割として進める項目が高い割合となっている。
　「ブルーカラー層」では、「ある」の割合が７３�３％、「住民相互の日常的な対話交流を広げ
る」５２�７％が高い割合である。合計値と比較すると「身近な地域で住民のくらしや福祉に
ついて懇談する機会をつくる・増やす」が高い割合であるが、それ以外は低い割合のもの
が多い。
　「不安定雇用者層」では「ある」の割合が７１�１％、「住民相互の日常的な対話交流を広げ
る」５８�１％が高い割合である。しかし、全体平均の値と比較すると「特にない」が高い。
「ある」とする項目では「身近な地域で住民のくらしや福祉について懇談する機会をつくる・

表Ⅱ－７１　階層構成別にみたまちづくりを進める上で必要と思われる条件（複数回答）
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　さて、地域福祉は社会福祉・社会保障の一環であると同時にまちづくりの一環でもある。
住民の主体的な参加と自治にねざした、学習を基盤にくらしの実態、住民の願いにあった
（理にかなった）活動が発展することで、誰もがすみよいまちづくりの実践は前進する。し
かし、このような活動を進めるには条件の整備と、それを進める主体的な動機が欠かせな
い。今回調査では何らかの活動に参加している割合が高いのは「経営者層」「ホワイトカ
ラー層」「自営業者層」であったが、ボランティア活動やＮＰＯなどの活動に関してはほぼ
全ての階層で２割程度の世帯が参加しているなど活動の広がりはみられる。一方、「くらし
や健康に関する自主的な学習会」は「経営者層」「ブルーカラー層」以外の階層で３％程度
の参加であり、今後の課題と考えられる。さらに、最も参加の多い「町内会・自治会」の
活動については、身近なくらしの課題に取り組む必要性や民生委員など福祉に関わる活動
との協力・連携が必要とする回答が２割弱であるが、日常的な対話や交流、くらしや福祉
について懇談する機会などは、ふれあい委員や町内会・自治会、民生児童委員の連携なく
しては実現できない活動内容である。
　一方、このような活動を進めるためには、身近な地域に気軽に集まる場や利用できる施
設の整備が欠かせない。南丹市ではほとんどの地域に公民館や自治会館が整備され、活用
されている。しかし、それら条件を活用するためのアドバイスをする職員の養成や配置は
進んでいない。拠点や施設などは住民が気軽に使える場所や空間があることは重要である
が、そこで活動をすすめるためには、専門職員が必要なのである。今回調査でも条件の整
備に関しては、「くらしに関する学習会など」に参加している世帯から、障害があっても高
齢であっても、子どもであっても気軽に利用できる施設の整備とともに、専門職が必要と
する回答の割合が高かった。住民が望む身近な地域での住民の活動は、条件の整備が整う
ことでいっそう進むのである。




